
加齢とともに進行する身体機能の低下速度を遅らせる工夫（予防）に
は適度な運動強度の習慣化と楽しい気持ちで摂る食事が生活習慣病か
らの不安を少しでも解消ししたり、改善の方法と思われる。知識の数を
増やすより自分の健康は自分で護るという意識を持つことが大切ことと
おもいます。
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